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※ホームページもぜひご覧ください。 

 

子どもの育ちを見据える  ～炭谷先生から学ぶ～ 

校長 坂元 裕則 

今日は１２月３日。毎年、私はこの日をラッキーナンバー「１、２、３の日」と勝手に

名づけて、縁起を担いでいます。数字が１つずつ増える「１、２、３」。自分が今、取り組

んでいることやこれから取り組もうとすることが１つずつ達成できるようにと願い、心新

たにスタートする日でもあります。 

 

さて、１１月１６日に本校では学習参観とＰＴＡ人権講座を開催しました。コロナ禍の

影響を受け、密を避けるために前回と同様に前半（２校時）と後半（４校時）に分けて参

観をしていただきましたが、その間の時間帯（３校時）を利用して体育館でＰＴＡ人権講

座が行われました。今回は聖泉大学より炭谷将史教授をお招きして、『AI＆コロナ 時代に

子どもたちが生き生きと育つために大人は何ができるか』の演題で約１時間の講演をして

いただきました。 

特に印象深かったのは、子どもの育ちに関わる三要素“環境”・“習慣”・“身体”の中で、

大人はどうしても子どもの“身体”（形態、姿勢、動き、行動、遊びなど）だけが気になる

傾向があり、“環境”（文化、対人など）や“習慣”（生活、行動、思考など）が軽視されて

いることが多い。三要素をバランスよく配慮していくことの大切さを感じた。また、コロ

ナ時代の子どもの現状を考えると“人と触れ合う＝リアルな関係＝リスク”と捉え、“バー

チャルな世界”が普通になってきている。大学では講義中に学生は質問があればチャット

で行い、画面に映し出された質問事項を先生が回答するという不思議な光景が展開されて

いるそうだ。このようにコロナが一気に加速し、“バーチャルな世界”が普通になっていく

状況に炭谷先生は警笛を鳴らしていた。ＡＩの時代を生きていく子どもたちは今後“リア

ルな体験”をする余白が段々と狭くなってくるだろう。特に深刻なのは“ゲーム依存”。世

界保健機関（ＷＨＯ）では、ゲーム依存を“疾患”として認定しているほどだ。 

では、どのように子どもの育ちを見据えていくべきか。小学校期においては、“コツコツ

がんばる習慣（勤勉性）”と“やればできるという感覚（自信）”を獲得させたい。そのた

めには、“失敗”を大切にすること。そして、失敗した時に「お前はバカだ」などと人前で

恥をかかせないことである。“失敗も成功のひとつ”と捉え、“やってみないとできるよう

にならない”という感覚を持ちたい。最後に親の役割は、子どものペースに合わせて伴走

するように「常に半歩後ろで子どもの変化を感じる。子どもが自分で経験を積み重ねるこ

とが大切」という言葉が心に響いた。 

小学生から中高生へ。そして、やがて大人になっていく子ど

もたち。私たち大人が子どもの育ちをしっかりと見据えていか

なければなりません。冒頭で述べた「１、２、３」。子どもの

育ちも 1つずつです。慌てず、１、２、３！ 

 

２学期も終わりに近づき、年末の慌ただしい時期となります。コロナ禍の中、保護者の

皆さま、地域の皆さまには、子どもたちへの心身の健康維持と声かけや励ましを続けてい

ただき、本当にありがとうございました。２０２２年が皆さまにとって良き年となります

ように願っています。 
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滋賀県書教育研究大会～玉津小学校で開催～ 
  

１１月９日（火）に第５９回滋賀県書教育研究大会が本校

でおこなわれました。滋賀県内から約８０名の方に来ていた

だき、玉津小学校での書写教育の取組を参観していただきま

した。 

 この日、わかくさ学級は、大きな筆をつかって「だいこん

やさん」の看板の字を書き、１年生は「とめ、はね、はらい」

に着目しながら硬筆をしました。また、３年生は、藁を束ね

た筆を使って毛筆に挑戦し、６年生は、自分の思いを一字に

込め、その思いを筆でしたためる活動をしました。 

 『子どもが生き生きと取り組み、確かな力を身につける

書写学習～「やってみたい」を引き出す課題設定と学びを

実感できる指導の工夫～』をテーマにし、本年度は、どの

子もが楽しく自分の思いを表現できる書写学習を目指し

て取り組んできました。この日、子どもたちは、書くこと

の楽しさを十分味わいながら、自分の表現活動を進めるこ

とができました。参観いただいた先生方からは、子どもた

ちが真剣に取り組む姿に対し、お褒めの言葉をたくさん頂

戴しました。 

 

    

愛校活動で玉津小学校がきれいになりました 
  

 玉津小学校では、１２月２日（木）の掃除時間に愛校活動をおこないました。快晴ではあ 

るものの風が大変冷たい日でしたが、子どもたちは元気よく作業に取り組みました。 

 １～５年生は、運動場周辺のごみ拾いと除草作業、６年生は、花壇や学級園の除草作業を 

しました。短時間ではありましたが、全校児童が一生懸命に取り組んだので、あっという間

にきれいになりました。気持ちのよい学校で２学期の残りの学習をしっかりと進めていきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お知らせ～ 

１２月１６日（木）から１２月２１日（火）に個別懇談を行い、子どもの姿をお渡し

て、子どもたちの学習や活動の様子等を伝えさせていただきます。なお、今年度から２

学期の所見については、直接伝えさせていただくことから記入させていただいておりま

せん。ご理解ください。 

 

 


